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絵画鑑賞記
倉 橋 重 史
要 旨
今回(2001年8月21日一9月4日)は 北欧3国,お よびデンマーク,オ ラン
ダにある 各美術館の絵画を鑑賞 してきた。鑑賞 したのはスウエーデンのストッ
クホルム 「国立美術館」,ノルウェーの 「オスロー国立美術館」,「市立ムンク
美術館」,ヘルシンキの 「アテネウム美術館」,コペ ンハーゲンのデ ンマーク
「国立美術館」,「近代美術館」およびオランダの 「アムステルダム国立美術館」
とデン・ハーグの 「マオリッッハイス美術館」所蔵の名画であるが,こ こでは
可能なかぎり各国が生んだ画家の作品の数点にっいて社会学的な眼を通 して見
た印象を述べてみたい。
キーワー ド 鑑賞,美術価値,感 性
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ス トックホル ム国立美術館 には,レ ンブラン トの 「バ タ ビアの謀議」 をは じ
め,セ ザ ンヌの 「キュー ピットの石膏像 のあ る静物」,クール ベの 「ジ ョー,
美 しいアイル ラン ドの娘」,ルーベ ンス,グ レコ,ワ トーな ど数 々 の名作 が所
蔵 されて いる。
その中か らロス ラン(AlexanderRoslin1718-1793)の「ベ ール を被 った
婦人」(1769年)に注 目 したい。 この絵 は画家の夫人 の肖像 画で ある。 夫 人 は
当時35才であ るρ 美 しく端麗 な顔 であ る。解説 によると神秘的で エ レガ ン トで
あり,こ の絵 は19世紀 スウエーデ ンで シンボル とな った と言 う(Nationalmu-
seumStockholm,ScalaKooks,p.21)。緑色 の ビロー ドのベールを被 ってい る
が,右 目を隠 している。 肖像画で左 の目だけで此方を見 てい る絵 は珍 しい。 ま
た夫人 が指先 だけ出ている赤 い皮 の手袋 を して扇子 を持 ち,口 元 に当て ている
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仕草も関心を引く。そして扇子をもっ腕に
は灰色と薄い朱色の袖を付けており,それ
が緑のベールの色,バ ックの淡い緑色のな
かでひときわ目立 って対照的であること,
さらに少 し見える胸がべ一ルに隠されてい
るように見えるのもこの絵を鑑賞する者に
関心,興 味を抱かせる原因になっているよ
うである。
夫人はなぜ片目をビロー ドの被 りもので
隠しているのか。良 く見ると被 りもので隠
された目の端のほんの少 しの部分は描かれ
ている。モデルは両眼で此方を見ているの
である。っまりモデルは画家を両眼で見て
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いるのである。 しか し画家は故意に両眼を描かず,ベ ールで隠 している。画家
は何故そのようなポーズを したモデルを描いたのか。そのような疑問が自然に
生まれて くる。画家はそのポーズが鑑賞者の関心をひくであろうことを計算 し
て描いたのであろうか。それほどの計算性は絵画には向かないであろう。むし
ろ女性が顔を隠 し,眼を隠すことによって女性のもっ独自の神秘さ,不思議さ,
あるいは恥ずか しさなどを描こうとしたのであろう。中途半端であるゆえに人
はその状態に疑問をもち,興味を抱 くのである。隠すという行為は人をしてそ
れを見たいという気持ちにさせる。人は誰でも隠れた ものを見いだすことに興
味を抱 くものである。 とくに女性がベールで顔を隠すということは,男性にとっ
てさらに顔に関心を持たせることになる。眼を隠すことにより眼の美 しさ,神
秘さに興味を持っようにさせる。隠すという行為や仕草はこのような興味や関
心を生 じさせる社会的な一っの装置であると言えるであろう。
子供はか くれんぼうという遊びを通 じて隠れる,隠すということの楽 しみを
学ぶのである。それは社会的あるいは文化的な意味を学ぶことである。隠 し,
隠されるということは社会において他者を知 り,自己を見いだす重要な意味を
持っている。 ジンメルは隠蔽 としての秘密にっいて,意 図的あるいは無意図的
に隠されていることが,意 図的,無意図的に顧慮されているという関係にっな
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が ることにつ いて述べて いる。 この絵 はモデルの片 目を隠す ことによりその興
味 を鑑賞者 に永遠 に抱かせ るという点で も,ま た隠す ことが鑑賞者 によ って或
る程度解 って いるとい う点で も成功 して いると言 えよ う。 なお扇子 も少 し開か
れてお り,全 開 していない。扇子のなか に描かれた絵 はどのよ うな図柄 である
のか,こ こに も中途半端 な状態が人々の関心を惹かせ る装置 として働 いている。
なおそ こには当時 の ジャポニスムスの影響が うかがえ る。 またベールの下 に隠
された肌 もまた鑑賞者 の関心 を惹かす意味 を持 って いると言 えるか もしれない。
そのよ うに見 るとこの絵 は隠す とい う三種 の行為 を描 いた ものであ り,そ れぞ
れの隠す行為 の描写 によ って絵画全体 を引き付 ける効果を持 ってい ると言え る
であろ う。構 図 も頭 を頂点 とす る三角形 をな し,調 和 してお り,色 彩 も落 ちつ
いてお り,エ レガン トであ る。 これ らが相乗効果 とな って この絵の意味 を醸 し
出 してい ると言 え よう。
2
オスロー国立美術館(Nasjonalgalleriet,Oslo)には ダール(JohanChris-
tianDahl1788-1857)やフ ァー ンリー(ThomasFearnley,1802-42),バー
ルケ(PederBalke1804-87),グー ド(HansF.Gude1825-1903)などの画
家 の風景画や サ ンヅ ト・ハ ンセ ン,ワ レンスキーオル ドらの風俗画 などが多 く
ある。彼 らはノルウェーの美 しく静か な自然 とともに,時 として荒 々 し く,厳
しい自然 を描 いている。 そ してそのよ うな北国 に住む人々の暮 らしを描 写 して
いる。 ここで はその中でダールの風景画,「冬 の ソー グネフ ィヨル ド」(1827年)
を取 り上 げたい。 ダールには 「嵐 の中の白樺」,「満月 の ドレスデ ン」 な どの作
品があるが,こ の絵 は美 しい港 町ベルゲ ンの北 にあるフ ィヨル ドの景色 を描 い
た ものである。彼 はフィヨル ドその ものを描 くのでな く,そ れを岡 の上 か ら俯
瞰 して描 いてい る。手前 の岡に一本 の高 い岩 が立 っている。上部 は黄色 く太 陽
の光 を受 けて輝 いてお り,下 部 は茶 黒い岩 の色 である。所 々白いのは雪 である。
強風に曝 されて毅然 とした姿で屹立 し,フ ィヨル ドを睥睨 して見下 ろ してい る
かの ようであ る。 フィヨル ドの向 こうに は,白 い肌 を した大 きな岩 とその上 に
立っ黒い山塊 が描かれて いる。そ してその横 に山並 がっなが っている。 山頂 は
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氷河であり,そ
れが太陽の光で
白く光 っている。
それらの風景 は
寒々としており,
大 自然の厳 しさ
を伝えてくれる
が,画家はその
自然の中に,人
間としての画家
の意志を表現 し
ようとしたので
はないかと感 じ
られる。それは
SognefjordinWinter,1827.61×75cm
屹立する岩によって象徴 されている。岩は数万年 も同 じ姿でフィヨル ドや,そ
の向こうに見える氷河や岩,山 並みを見続けてきたであろう。画家はその岩を
描 くことにより自分の大 自然への思いを描 こうとしたのであろう。岩塊の姿に
自己を投影 したと言えるかもしれない。ベルゲ ン辺りは北緯60度より北である。
冬は厳冬 となり零下2,30度を超える日が続 くであろう。 このように冷酷な風
土は人間に自然 との厳 しい対決を迫るものである。その対決のシンボルが丘に
立っこの岩である。それはまた画家の姿である。その岩を通 して画家は自分の
自然観 自然への思いを描いたのであろう。 しか しそれを景色として見るとき,
大 自然は人間の視界に入る一つの情景 に過ぎず,風 景にすぎない。
オスローの国立美術館(Nasjonalgalleriet)はムンクの代表作の多 くを網羅
している。また市立ムンク美術館(Munch-museet,Oslo)には当然ム ンクの
多 くの油彩やリトグラフがある。彼の生涯 と絵画に関しては多 くの研究 と解説
があるが,こ こでは彼の絵画を直接鑑賞 した印象の一端を記 したい。彼の絵の
モチーフは生と死であると言われている。生 は性 と関係する。男 と女の性は,
愛と憎,安 心と不安,期 待と絶望を生む。 国立美術館には有名 な 「思春期」
(1894-95年),「叫び」などがあり,市立 ムンク美術館には 「マーラーの死」,
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「思 春期」(1892年頃),「女性」な どが あるが,彼 の絵画 を二っの美術館で見て,
彼 の私生活 のなかで の女性 との関わ りが絵画 と してどのよ うに表現 されたいる
か,逆 に彼 の絵画 は女性 との関係を どのように描 こうとしたのかが分 か ったよ
うに思 え る。 ここではそのよ うな絵画 のなかで特に印象 に残 った ものを取 り上
げたい。
彼 はベル リンの ウンター ・デ ン ・リンデ ンの黒豚亭で小説家 ス トリン ドベ リー
らと集 い,ニ ーチ ェを語 り,象 徴主義的文芸運動 に親 しみ,世 紀末 のデ カダ ン
スを謳歌 す る。 この会 の主導者 とな ったのは美貌で知的な女性 ダグニー ・ユ ー
ルであ った。彼女 はポー ラン ド語 で 「ドウー シャ=心 」 と呼ばれていた。彼女
と小説 家 は親 しか ったが,ム ンクも彼女 をひそか に思 う。彼女 はポー ラ ン ドの
作家 スタニスラヴ ・ブシビフスキー と結婚 した。 その後,ロ シアで愛 した青年
に射殺 され るという不幸 な結末 を迎 え る。 ム ンクの描 いた 「ドウーシャ像」 や
「嫉妬」 は彼女 との恋 の葛藤 を表現 した もので ある。市 立 ム ンク美 術館 所 蔵 の
「嫉妬」1,IIは 共 に,此 方 を向 く男 の顔 とその背後 にい る裸 体 の女性 と彼女
と親 しく話 している背後を見せ た男 を描 き,男 女 の三角関係 と,そ れに破 れた
男 の悲 しく淋 しい顔が描かれて いる。 その顔が印象的である。まさに題名のジェ
ラシーを描 き出 していると言 えよ う。1で は男の顔 が小 さく,女 性 はヌ ー ドで
あ るが,IIでは男 の顔が大 き く,女 性 は胸部 を露出 してお り,体 に は赤 い斑点
の布 あ るいは黒 い斑点 が'っいた赤 い布 を付 けて いる。
またム ンクは ミリー ・ベルク との交 際のなかで,性 の誘惑,熱 情,エ クスタ
シーな どを描 こうとしている。1880年頃オスローはク リステ ィアニティと呼 ば
れていた。 オ スロー と改称 されたの は1925年である。 この町で ム ンクはク リス
テ ィアニ ア=ボ エー ムとい う集 団に入 り,グ ラン ドで集 った といわれて いる。
私が投宿 した グラン ド・ホテルがそ こで はないか と思 う。 このホテルはカール ・
ヨハ ン通 りと呼ぶ中央駅か ら王宮 に至 るメイ ン通 りに面 して お り,そ の通 りを
虚無的な顔を した群衆がい る絵 「カール ・ヨハ ン通 りの夕暮」 を1892年に描 い
て いる。 ちなみ に私がその ホテル にいた時,皇 太子 の結婚式 があ り,こ の通 り
は祝賀 の群衆 で埋 まって いた。
ム ンクはニーチェの 『ッアラ トウス トラ』 にあ る 「一 切は行 き,一 切 は帰 っ
て くる。存在 の車輪 は永遠 に回転す る」(吉沢伝三郎訳 『ッア ラ トウス トラ』
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第3部)と いう永劫回帰の思想に影響を うけ,愛 と生 と死の永遠の連鎖を描 こ
うとした。また母国デンマークの哲学者キェルケゴールの思想,「人間 とは精
神である一 精神 とは自己である一自己とは単なる関係ではなしに,自 己自身
に関係するところの関係である」(斎藤信治訳 『死に至る病』18頁 岩波文庫
昭和24年)という考えや,常 に自己をみっめ自己を問いなおす考えかたに共
鳴 したとも言われている。 しか しどこまで影響をうけ,そ れが絵画 として表現
されているかは分か らない。その集団は開放的,進歩的で,旧来の道徳,性 モ
ラルに対 して批判的であった。北欧の白夜に展開する性の饗宴と生が死と連続
する,エ ロスとタナトスの関係をムンクは 「フリーズ ・オブ ・ライフ」におい
て展開 した。それには 「接吻」,「メランコリー」,「絶望」などが含まれている。
それは当時のムンクの性と生の体験を集約 したものと言える。性はデカダンス
的な陶酔をもたらすとともに,苦 しみと嫉妬,絶 望,恐 怖をもたらす。彼は生
涯独身であったが女性との経験は彼に愛 と憎 しみというアンヴィバ レンッな印
象を植え付 けた。それは彼の虚弱体質,神 経質,精 神症,被 害妄想などの心の
状態と密接 に関係 している。 このようなアンヴィバ レンッな心的な状態的を彼
は 「病める子」をはじめ 「思春期」,「叫び」,「不安」,「マ ドンナ」,「呪われた
女」,「病室での死」,「吸血鬼」,「生のダンス」などの油彩,リ トグラフ,木版
などで表現 したのである。それらの絵画は彼の主観的,内 面的,精神的な状態
を表現 したものである。まさに心のマニフェス トとも言うべきもので,こ のよ
うな彼の心的状態に影響 したのはノルウェーの地理的,気候的,風土的なもの,
ムンクの生 きた時代,社 会,思 想などであると言えよう。風土的なものの影響
がどのように彼の絵画に見 られるのかは早計には言えないが,高緯度に位置し,
寒 く,長 く,暗い夜が続き,幻想的な白夜やオーロラが見える大地と,切り立っ
た断崖絶壁のフィヨル ドの地形は,われわれの想像できない心理的な不安を醸
し出す条件 と言えよう。私がオスローとベルゲンを訪れたのは8月であるから,
このような厳 しい寒さや白夜を経験せず,束 の間の夏を楽 しむ人々に接 したの
であるか ら,風土の厳 しさと長 く暗い夜は想像するだけであるが,こ れらの風
土的条件は彼の 「声」や 「生命のダンス」に描かれた長い月の影や赤 く染まる
空,荒 れ狂 う海辺のたたずまいなどを見ることによって,逆 に想像できるので
ある。当時の世紀末の風潮や都市化,産 業化が進む社会の激しい変化のなかで,
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人間性の回復を願い,精神性を重視する傾向などが彼の絵画に強い影響を与え
たことは確 しかであると考え られる。そ してこのような風土的,時代的な状況
とともに,彼 の女性 との 「運命的な関係」,男の運命をもてあそぶ女性,誘 惑
し破滅 に導 く女性が彼の絵画に大 きい影響を与えたことも見逃せない事実であ
る。
ムンク美術館にある 「赤 と白」(1894年)は赤と白の ドレスを着た髪の長い
女性が描かれてい
る。白は純潔を,
赤は成熟 した官能
的な女性を象徴す
る。またそれぞれ
の色はムンク自身,
あるいは男性が経
験する女性への愛
と憧れ,魅惑 と,
憎 しみと嫌悪,悔
恨を象徴 している。
「女」(1895年)は,
女性の一生の三っ
の側面,っ まり正
面に立つ裸体の女
性は魅惑する女性
であり,左の横を
向 く女性は男を無
視 し,拒否する女
性,右 の黒い ドレ
スを着ている女性
は男に絶望感を植
え付け,嫌悪 し死
に至 らしある女性
i
蒹
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であると見ることができよう。また 「女,ス フィンクス」(1893-4年)の油
彩は先の女性と同様に頭に両手を置く裸体の女性と左の海を見て立 っている横
面 しか見せない女性,右 側に立っ濃く青い服を着た女性はまだ若 くて未熟な女
性,成 熟 した女性,老 化 した女性を表現 したもの,性 に目覚ある前の女性,官
能的で魅惑的な女性,そ して性と関係のない女性を象徴 しているものと考える
ことができる。性は生を産み,生 はやがて死に至る。そしてまた生は性によっ
て新 しい生を産む。ムンクとは関係がないが,な ぜか聖書の 「一粒の麦 もし死
なば多 くの実を結ぶべ し」という句を思い出した。 この永遠回帰のなかで女性
は生きていく。この画面の一番右側に落胆 したような男性が描かれている。恋
に破れ愛を失った男の姿である。
ムンク美術館にある 『接吻』(1896-97年頃)は 裸体の男女が抱擁 し,接 吻
している様子を描いているが,お 互いの顔 は描かれず二人が抱きあう姿が美 し
い。オランジェリー美術館にはピカソの抱擁の絵があるが,そ の絵は男女の抱
i擁の姿を描いたものであり,女性の腹部 は妊娠 しているかに思われるが,ム ン
クのこの絵は抱擁でなく接吻である。 この絵には二人の背後に窓が描かれてい
るが,窓 の左右には黒いカーテンが描かれている。二人の接吻はその黒 く重い
カーテンの中で行なわれ,黒 は二人の愛の前途の不安を象徴 しているかに感 じ
られる。また 『孤独』(1935年頃)で は白い服を着た金髪 の女性 と黒茶の服を
着た男が,海 岸を見て立っている様子を描いている。二人とも背を見せている。
男は女の少 し離れた距離におり,男女の愛 は覚めてしまったようである。男女
が立っている海岸には大きな岩が転がっており,それは男女の心のわだかまり,
悩み,葛 藤を象徴 しているかに感 じられる。
これに対 して同館にある 『灰』(1835年頃)で は赤い下着で,白 い服を着た
女性が頭に両手を置いて此方を向いて立 っている。白い服の前のボタンは外れ
ている。一方左には頭を一方の手で抱え込んで,蹲 っている黒い服を着た男が
いる。愛の終焉であろう。題目のAshesはたしかに灰であるが,複 数形は廃
墟であり,火葬後の遺骨である。haulonesashesは「人を去 らせる」,「人 に
危害を与える」という意味である。 この絵の男性は女性によってまさに廃墟の
ように捨て られ,彼 女か ら去 らざるをえなくなった状況にいる。女性は男を捨
て,何 もなかったように此方を見ている。惨めな,落胆 した男性と何も気にし
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ない彼女の姿 は対照的である。恋 と愛の終末は明 らかに男性に敗北をもたらし
た。これは男女の関係の終末であり,ム ンクの精神的な状態を描いたものと言
えよう。
3
デ ンマークのコペ ンハ ーゲ ンにあ る 「国立 美術 館」(StatensMuseumfor
Kunst)にはクラナ ッハ の 「パ リスの審判」 やマ ンテーニ ャの 「死せ る キ リス
ト」 は じめ,マ チスの 「青衣 の少女」,ル オーの 「娼婦」,ド ランの 「二人 の姉
妹」,プ ロッホの 「サ ムソンとペ リシテ人達」 などの作品が所蔵 されて いる。
ここでは ジョセ ブソン(ErnstJosephson1851-1906)とい う画家 の 「生 き
る喜び」(1887)という作品だ けを取 り上 げたい。 この絵 は平凡 な市民 の生活
の一端を描 いた ものであ る。窓 か ら差 し込 む光が明 る く部屋を照 らして いる。
部屋 は狭い。 ベ ッ ドに横 たわ る老年 の男性 がいる。黒 い帽子 を冠 り,眼 鏡 をか
けて いる。 ベ ッ ドに横たわ ってい るが,パ ジ ャマ姿で はな く普段着を着ている。
ベ ッドはす こ しリクライニ ングしてお り背 中を斜 あに している。 白い毛 布 のよ
うな布が背中の辺 りに敷かれ,そ の布 の下 に は緑 の シーッが見 えて いる。 そ し
て足元 には赤 い模様 のある布団があ る。彼 のベ ッ ドの横 には彼 の妻 であ る老婆
がおり,右端には
嫁か娘 らしい人が
いる。彼女等 も黒
い被 りものを被 っ
ている。室内で被
りものをするのは
その土地の習慣な
のであろうか。そ
れとも室内の温度
が寒いからなのか。
そして二人の中間
に孫 らしい男の子
Lajoiedevivre
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の顔が少 し見える。彼 らの背後には棚があり,その上に白い皿が見える。老人
は本か新聞を読んでいる。臨床にいる三人ともその本を見ており笑 っている。
ベッドの傍 に椅子がありその上にコップが置かれ,茶色の液体が入 っている。
老人が病人であれば薬かも知れない。
この絵 は一家団欒を描いた絵である。 しか し老人がベ ッドに横たわっている
のであるから健康な時の団欒ではない。病人の世話をしながらの団欒である。
そして老人は孫に本を読んでや っている。本を読むことによって老人は精神を
安あ,自分の病気をひとときで も忘れようとしているかに見える。それは口元
のほほ笑みで推測できる。一家の団欒は日常的であるが,病人がでたときの世
話や見舞いは家族の絆を強める。病人はそれを望み,家族 も病人を配慮する。
人間は他者を配慮(F?sorge)する存在であると言 えるが,他 者が病気や失
意にある時ほどそれが必要である時はない。非 日常的な出来事が人をして配慮
し,配慮されることを求めさせる。この絵はそのような人間の当たり前の心の
有様 と,その行為を描いている。 しかもそれを何気ないタッチで描いている。
そこに家族の愛,絆,信 頼を読み取ることができる。また病気の時には普段感
じない特別の愛と,信頼を感 じるのである。病めるとき,悩めるとき,悲 しい
とき他者の配慮がいかにその人を勇気づけるかをこの絵はわれわれに教えて く
れる。家族社会学が理屈で家族関係を教えてもこの一枚の絵に込め られた家族
の愛情や画家の思いほどではないであろう。そこに絵画の強みがあり,重みが
あるといえるであろう。
なおこの美術館には館のガイドブック,図録など一切なかった。国立美術館
でそれ らを用意 していないというのは理解できない。研究員,館 員の怠慢とい
う外ない。
4
ヘルシンキの 「アテネウム美術館」にはムンクをはじあ,セザンヌ,マチス,
ゴーギャン,ル オーな どの名作がある。 ここではガレン・カレッラ(Arsel
Gall駭Kallela1865-1931)という画家の作品 「初めてのお稽古」(1889年)
を取り挙げたい。この館には 「聖ヨハネ祭 りの前夜」など彼の作品の幾っかが
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展示 されている。「初 めてのお稽
古」 という絵 は少女が父親か ら教
えてもらっている絵である。少女
はまだ小さく,裸足で椅子に膝で
立って机に向かっている。足の裏
は黒 く汚れている。貧 しい家庭で
ある。父親の服装も粗末で,仕事
着のようである。父親は木製の粗
末なベンチに腰掛けている。窓が
小 さい。 したがって部屋全体が暗
い。机の上には小さい桶のような
ものが置いてある。本のようなも
のが壁に斜めに立て掛けられてい
る。机の上にはアルファベットが
FirstLesson
描いてある紙切れが見え,父親がペンか鉛筆を持っている。少女は白い紙切れ
を手に持っている。
画面は全体として暗いがベンチや父親のシャッ,チ ョッキに暖かい光が反射
している。多分暖をとるための火が燃えているのであろう。少女が膝をつく長
椅子 と父親が座っているベンチがいびっな三角形を形成 している構図になって
おり,少女の背中の線と父親のそれとが四角形を形作っている。床の木は広 く,
水平に伸びている。それが奇妙に映 らないのが不思議である。少女の膝を立て
ている長椅子の端には網のようなものがある。どうや ら父親は漁師 らしい。
この絵は親が子に物書 きを教えている光景を描いているが,親 子間の交流が
このような形で行なわれていることは何かしら温かみを感 じさせる。デ ュルケ
ムは教育を成人世代が年少世代 に加える作用と見たが,世代間の交流がある機
関に任されるようになることが近代化と勘違い してきたのは誤 りであることを
この絵は教えて くれる。教育は公的な学校で行なわれることも当然必要である
が,そ の前に,あ るいはそれと平行 して,ま ず身近なところ,と くに家庭や地
域社会 において行なわれるものである。父親や母親か らの,兄 弟間の,遊 び友
達間の交流が教育のはじめである。ペスタロッチの教育はとくに母親愛 と子供
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の生活環境を軸 としているが,こ の絵では母親の姿はない。その代わりに父親
が登場する。普通 は父親 は外で働き,家 に居ない。 したがって子供の躾や教育
は母親に任 されるのが常である。 しか し多忙であってもこの絵のように父親が
子供を教える場合 もある。 この絵は母親が何ん らかの理由で不在なのであろう。
父子家庭なのであろうか。あるいは貧 しいので母親 も働かなければならないの
かもしれない。教育 は母親任せ という考え方が一般的であると言えるが,父親
も積極的に子供を教えることがあって良いであろう。教育 とは両親の考え方に
よって支えられるものである。今日学校での教育 は形骸化 し,塾通いを重視す
る傾向が強い。受験のための教育という考えが支配的になっている。そしてい
じめや登校拒否 という現象が生 じている。家庭の教育の重要性は無視され看過
されている。だが家庭内の子供への配慮や普段の社会化は子供の成長にとって
重要である。 このことをこの絵は考えさせてくれる。教育とは何かという問題
を問 う絵画であると言える。
長椅子が作るいびっな三角形は子供の勉強の意欲と父親のそれとの違いをあ
らわしているのか も知れない。また小 さい窓は子供を公的な教育機関にあずけ
られない状況を暗示 し,家の暖炉の明かりは家庭内のお稽古の重要性を示唆す
るものであるか も知れない。家庭内での子供に対する暖かい配慮が子供の成長
にとって不可欠であることは言うまでもない。
5
オランダのアムステルダム 「国立美術館」 には,レ ンブラン ドのいわゆる
「夜警」,「自画像」をはじめ,フ ランス ・ハルスの 「マーサ とレーンの婚礼肖
像画」,「愉快な酒飲み」,フェルメールの 「台所の召使」,「デルフ トの家,小
路」など多 くの名作が展示されている。
ここではニコラス・マース(NicolaesMaes1634‐M)の「窓辺 少女」
あるいは 「夢見る乙女」(1655年頃)と 「老女の祈 り」あるいは 「はて しない
祈り」(1655年)の二点の絵画を取り挙げたい。その理由は人間の,そ して女
性の夢みがちな時期と,夢より祈 りに重点をお く時期との対比がこれらの絵に
見 られるか らである。もちろん老女であっても夢をもち,夢見ることができる。
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だが少女の時の夢 と老女のそれとは質的に異なるであろう。乙女はこれか らの
人生に夢を抱 き,その夢を実現 しようと思う。一方歳を取 った女性は夢をかな
え,あ るいは夢に破れ,夢 とは無縁の存在になりっっある。人生におけるこの
違いを画家はどのように描いたのであろうか。そこに興味をもつのである。
「夢見る乙女」は窓か ら下を眺あている乙女の絵である。窓の扉 は茶褐色の
重い扉である。その扉を開いて彼女は外の空気 と光を一杯部屋に入れている。
その行為は今まで彼女の内部に閉 じていた思いや考えを外に出し,自分以外の
何かに興味を持ち始めたことを暗示する。窓の桟にクッションがある。彼女は
右手をその上に置 き,左手で顎を支え,物思いに耽 っているようである。何を
思い,何 を考え,感 じているのであろうか。頭には赤い帽子を被 り,衿が白く
質素な黒茶の服を着ている。室内は暗い。それに対 して彼女の顔は明るい。窓
の近 くの壁 はところどころ剥げて煉瓦があらわれているようである。また左の
外壁には桃のような大きい果実がなっており,窓の下の壁にも小さい果実が幾
っかなっている。それ らの大小の果実 は何を意味するのであろうか。彼女の夢
であろうか。乙女であるか ら思いは男性や友人,家 庭,幸 せなどであろ う。 こ
らからの人生には多 くの夢を見ることができる。(窓は社会学的に見て多 くの
興味ある意味を持 っている。また絵画の
なかで窓を描いたものも多くの問題を持っ
ている。 これ らの点にっいては 『ひと,
とき,と ころ」および 『絵画社会学素描』
に述べたのでここでは言及しない。また
子供とともに窓か ら顔を出している絵画
や老人が窓か ら外を見ている絵画につい
ても触れたのでここでは説明 しない。)
夢には眠 っていて生理的に夢を見ると
いう夢 と,覚めていて精神的に夢を抱 く
という夢がある。 この乙女の夢は当然後
者である。 ところで夢を抱くという場合,
漠然と夢を抱 く場合と,よ り具体的な夢
を追い求める場合がある。前者 は夢を夢
「窓辺の少女」「夢寝る乙女」
123x96cm
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見 るという状態であり,後者はある特定の目的を実現する夢であり,計画的な
夢の追求である。そして夢を夢見るに しても目的実現の夢にしても,それが実
現する場合と実現できない時がある。夢破れる場合である。彼女 は漠とした夢
を追っているのか,あ るいはより具体的な夢を抱いているのであろうか。おそ
らく前者であろう。もちろん具体的,現実的な夢を追う乙女 もあるであろう。
だがこの絵に登場する乙女は漠然とした将来の夢を夢見ている姿のように思わ
れる。特定の夢を追 うというより,漠とした夢,夢 を夢見 るような姿である。
その点 この絵を見ると外の空気や光と同 じく乙女の心 も明るく,ゆ ったりとし
た時間が流れていくように感 じられる。
この乙女の絵に対 して 「老女の祈 り」 は夢 とは対照的に現実的である。食前
の祈 りである。だがここに描かれた老女 は乙女の漠然とした夢と同様に漠然 と
した感謝の祈 りをしている。人間はたしかに夢を持ち,夢を追う存在であるが,
それとともに祈る存在である。 この絵が私を引き付けるのは祈りという行為に
関心を持っか らである。それゆえこの絵に妙に心を惹かれたのである。それは
かって人間の行為 としての祈 りに注目したか らである。この絵は食前の祈 りを
一心に唱えている女性の老人を描いている
。白い清潔なテーブル ・クロスの上
にはスプーンが入 ったスープのコップと
パン,ナイフ,おかずの入 った皿などが
置いてある。机は壁に平行であり,壁に
は釘が打たれ,そ こに鍵が掛けられてい
る。壁の上部のへ こんだ棚には開いた本
や砂時計,ラ ッパを逆さにしたような金
属の道具などが置かれている。老女は白
い被りものを被り,白いシャツと黒い羽
織 赤茶色の服を着ており,白 と黒の斜
線の縞のある椅子に腰掛けている。
これは日常の糧を与えて下さった神に
感謝 しているところの姿を描いた絵であ
る。その日常のことは,単 に儀礼的,習
慣的になりがちであるが,こ の老婆は熱
Oldwomanatplayer
(neverendingprayer)
134x113cm
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心 に一心 に祈 ってい るのであ る。食事 を とる ことが できるとい うことは日常的
なことで あるが,考 え るとそれ は幸 せな ことであ る。病気 の時,心 配事が ある
時,悲 しい時,食 事 は不味 い。 またお金 がな く,貧 しいな らば満足 に食べ る こ
とができない。 人 は今 日の食事,明 日の食事 を思 い煩 って生 きているので ある。
この絵 では彼女 は一人身で ある らしい。 今 までの人生 は どのよ うで あ ったの
か。苦労 があったのか。 あるいは楽 しい人生で あったのか。壁 に無造作 に掛 け
られてい る鍵 は,家 の安全 を守 るために必要 な道具で あるが,彼 女 の生 きて き
た生涯 に出会 った難 問を解 く鍵 を暗示 しているのか も知れな い。鍵 は家 ととも
にその女性 を守 るたあの ものであ るが,一 方 ではペテロが持つ鍵 の ように天国
に通 じる鍵 と考 え ることも出来 る。彼女 の食事 は孤独 な食事で も,良 い思 い出
とともに食事がで きるの は幸せであ る。 た しかに一 人の老境 は淋 しい。 しか し
独居 で も食事の用意を して暖か いスープを飲 み,パ ンを食 べる ことがで きるの
は幸 せである。病気で あれ ば このような食事 はで きない。彼女 とテーブルに は
明 るい光 が射 して いる。老女 は両手 を合わせ眼をっぶ って祈 ってい る。 これ と
対照的 にテー ブル クロスに指 をかけて それを引 っ張 ろうとす る猫 がい る。画家
のユーモ ラスな一面 を現 してい る。 しか し棚 の砂時計 は時間の経過,死 を暗示
する。画家 は食前 の厳粛 な祈 りと,餌 をね らう猫 と,砂 時計が示す運命 を この
画面 に描 くことにより人生 のユ ーモ ラスとシ リア スな面 を同時 に伝 えたか った
のであろう。 この絵 は平凡で 日常的な食事 と食前 の祈 りの意味 をわれわれ に教
えて くれて いる。
6
オラ ンダのデ ン ・バ ーゲ ンにはマ ウ リッハイス美術館(Mauritshuis)があ
る。館 に入 るとル ーベ ンスの 「人間の堕 落のエデ ンの園」,フ ランス ・ハ ル ス
の 「笑 う少年」,フ ェルメールの 「真珠 のイヤ リングを付 けた少女 」,「デ ル フ
ト風景」,レ ンブラン トの 「テ ユルプ博士 の解剖学講義」,「スザ ンナ」,「ホ ー
マ ー」,1669年の 「自画像」,ヤ ンステーの 「牡蛎 を食べ る人」 な どの名 作 が眼
につ く。 ここでは最後 の 「牡蛎 を食べ る人」(1658-60年)に注 目 しよ う。 こ
の絵 は20.3×14.5cmと小 さい絵 で,上 部 が円形(roundedupperedges)にな っ
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ている。まず眼にっ くのは美 しい女性が
貝殻か ら牡蛎を取出しながら此方を見て
いることである。その眼は魅惑的である
とともに意味ありげである。鑑賞者を引
き付ける眼差 しである。それはフェルメー
ルの有名な 「真珠のイヤリングを付けた
少女」の眼ではない。少女の眼は可憐で
あり,素直な眼差 しである。これに対 し
て 「牡蛎を食べる人」の女性のそれは違
う。どこがどのように違 うのか。
この絵には濃青のテーブル ・クロスの
上にワインが入ったグラス,デ ルフトの
青い水差 し,銀の皿,そ の上に置いてあ
る牡蛎と牡蛎をとるナイフが見える。ま
たクロスの上にも牡蛎やその殻が散 らばっ
Theoyster-eater
20.5×14.5c皿
てい る。女性 はその牡蛎 の一っ を貝殻か ら取 り出そ うとしている。女性 の髪 に
は リボ ンをっ けた髪飾 りが あ り,内 側 は白い毛 のよ うな もので外側 は赤 い衣服
をま とっている。彼女 の背後 にはカーテンを付 けたベ ッ ドが ある。彼女 がいる
部屋 の扉が開 いてお り,そ の向 こうにもう一 っの部屋が見え る。 そ こに も二人
の入物が いる。赤 い帽子を被 った背中を見 せる人が机 の上で牡蛎のよ うものを
触 っている。その向か いに立 ってい るのは女性 らしい。
解説 によると牡蛎 は催 淫的,色 欲的(aphrodisiacs)な意 味を持 って い るよ
うで ある。 エロテ ィックな連想 はその女性が見 る人 を直視 してい る点 にあ り,
牡蛎 と同様 に彼女 自身 を提供 しよ うとす るように見 え る。 そのよ うに見え るの
はカーテン付 きのベ ッ ドがあるか らで あ ると述 べて い る(RoyalCabinetof
PaintingsMauritshuis,Guide.Pub.bytheFriendsofMauritshuisFon-
dation,TheHague2000p.130)。絵 の 「牡蛎 を食 べ る人」 とい う題 は別 の意
味を もっていたのである。 ヤ ン ・スティーンとい う画家 は 「悪銭身 にっかず」
とか 「乱 れた家族」 など当時 の庶民の生活を描 いた画家で ある。そ してアムス
テル ダムの国立美術館 にある 「医師の訪問」 などは恋煩 いを診 る医師を描 いて,
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男女 の機微を巧 みに描 いてい る。 この絵 もまたそのような部類 に属 す る絵画 と
言 えよ う。 ともあれ人間に とって男女 の関係 は常 に変化す るとともに,変 わ ら
ぬ もので あ り波瀾万丈の人生模様を描 き出す。 そ こか ら喜怒哀楽が生 まれ,さ
まざまな ドラマが展開す る。 そ してそれを描 いた画家 によ って人生 の機微 を知
るとともに,当 時 の風俗 の一端 に触れ ることがで きるのである。
以上 は北欧 の各都市 の美術館 の名作 のほん の一部の絵画を鑑賞 し,そ の印象
を記 した ものに過 ぎない。 ここに挙 げた絵画以外 に も無数 と言 って良 い ほどの
作品が あったがそれ らにっいて述 べ ることがで きなか った。 また ここに指摘 し
た美術館以外 にも数館 を訪 れ,そ こで見 た絵画 があるが,そ れ らに関 して も紙
幅 の関係で今回 は割愛 した。 今後機会 があれば,そ れ らにつ いて も述べてみ た
い。短期間の鑑賞で あったが,鑑 賞 は実 に楽 しく素 晴 らしい行為であると思 う。
そ こで絵画が私 を待 って くれて いるように感 じる。 かっ て出会 った絵画 に再会
す るの も楽 しみであ り,未 見 の名画 を発見す るの も嬉 しい。 しか し他方 で は鑑
賞 とい う行為 は実 に苦 しく,し ん どい作業で ある。視力の低下 が進 み,絵 画全
体を見 るたあの眼鏡 が必要 であ り,ま た部分 を精密 に見た り,プ レー トな どに
記 された画家 や題名 の小 さい文字 を読 むための眼鏡 が必要であ る。 眼鏡 を変 え
て の鑑賞 は眼を疲 れ さす。視 野に入 って くる絵画 を一点一点鑑賞す るの に時間
が幾 らあって も足 りない思 いであ る。鑑賞 は焦 ってはならない。ゆっくりとゆ っ
た りした気持 ちで見 ることが大切であ る。 その ことを熟知 しなが ら旅 の時 間 は
限 られて いるので,っ い急 いで見 ることにな る。今 回 もそのよ うな思 いが残 る
鑑賞 の旅で あ った。 この鑑賞記 は平成13年度の科学研究費(基 礎研究 研究課
題 「絵画 の社会学的研究」)の助成 によ るものであ る。
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